
 

十
八
年
度
第
一
回
例
会
は
七
月
二
十

四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
理
事
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
前
橋
市
介
護
高
齢
福

祉
課
の
吉
野
副
主
幹
、
石
坂
係
長
に
よ
る

出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
野
さ
ん
か
ら
は
「
高
齢
化
の
現
況
」
「
要

介
護
認
定
者
の
状
況
」
「
十
八
年
四
月
の
介

護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
石
坂
さ
ん
か
ら
は

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
況
」
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
会
監
事
の
木
村
信
行
氏
よ
り
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
二
級
養
成
講
座
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
県

か
ら
事
業
者
の
指
定
及
び
研
修
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
、
受
講
生
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
」と
の
こ
と
で
す
。 

当
会
会
員
の
三
森
前
橋
市
議
会
議
員
か

ら
議
会
活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
「
利
用
者

本
位
の
社
会
保
障
制
度
改
革
を
求
め
る
意

見
書
」
を
取
り
ま
と
め
提
出
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。 
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～事務局からのお願い～ 

 
ホームヘルパー２級養成講座の 
受講生を紹介してください。 
３０名に満たないと赤字になる

おそれがあります。よろしくお願

いします。 

 

市
民
部
会
か
ら
の
報
告 

第 ３ ５ 号 
１８年夏号 



高
草
木
満
壽
子
さ
ん
、
金
井
徳
雄
さ
ん
、

木
村
な
つ
子
さ
ん
か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
研
修
卒

業
生
の
追
跡
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
人
は
少
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同
窓
会
が
あ
れ
ば

出
来
る
だ
け
参
加
し
た
い
と
の
意
向
を
お

持
ち
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。 

七
月
一
日
か
ら
山
口
真
之(

や
ま
ぐ
ち

ま
ゆ
き)

さ
ん
が
、
常
勤
の
事
務
局
員
と
し

て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。 

［
本
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］ 

・
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
日
生(

五
四
才) 

・
前
橋
市
下
細
井
町
在
住 

・
妻
と
子
供
二
人
の
四
人
家
族
。
た
だ
し
子

供
二
人
は
東
京
で
生
活
中
。 

・
電
力
会
社
に
三
十
七
年
間
の
勤
務
経
験

あ
り
。
電
気
の
こ
と
な
ら
少
し
は
お
役
に

立
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

・
趣
味 

古
銭
収
集(

使
え
る
お
金
が
集
ま

ら
な
い
の
で
、
使
え
な
く
な
っ
た
お
金
を

集
め
て
い
ま
す
。) 

・
介
護
の
資
格
や
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

藤
澤 

慧 

龍
海
院
は
大
名
家
菩
提
寺
と
し
て
、
前

橋
最
大
の
本
尊
を
釈
迦
如
来
と
す
る
曹
洞

宗
の
寺
で
す
。
桃
井
小
の
南
、
前
橋
女
子
高

の
北
に
在
り
ま
す
。 

母
屋
造
り
の
山
門
と
、
和
様
の
大
き
な

本
堂
、
鐘
楼
堂
な
ど
が
立
派
な
文
化
財
で

す
。 前

橋
藩
主
だ
っ
た
酒
井
家
の
墓
地
や
、

初
代
前
橋
市
長
の
下
村
善
太
郎
の
墓
な
ど

が
在
り
、
江
戸
以
降
の
前
橋
の
歴
史
に
縁

が
あ
る
人
々
が
眠
っ
て
い
ま
す
。 

最
初
岡
崎
徳
川
家
の
家
老
酒
井
正
親
が
、

菩
提
寺
と
し
て
い
た
龍
海
院
を
、
そ
の
子
の

重
忠
が
川
越
藩
主
、
前
橋
藩
主
と
な
る
に

つ
れ
寺
も
移
し
ま
し
た
。
九
代
酒
井
忠
恭

(

た
だ
す
み)
が
姫
路
に
松
井
朝
矩(

と
も
の

り)

と
交
代
で
移
り
ま
し
た
が
、
寺
は
そ
の

ま
ま
と
し
、
十
五
代
ま
で
の
藩
主
の
墓
が
史

跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
下
馬
将
軍
」
と
云
わ
れ
た
四
代
忠
清
は
、

大
老
職
に
な
り
権
勢
が
あ
っ
た
が
、
将
軍
綱

吉
の
世
継
に
反
対
し
失
脚
し
た
。
そ
の
子
の

忠
挙(

た
だ
た
か)

は
民
政
に
力
を
入
れ
領

民
か
ら
名
君
と
慕
わ
れ
た
。
こ
の
忠
挙
や

姫
路
藩
主
酒
井
忠
実(

た
だ
み
つ)

、
忠
学

(

た
だ
の
り)

に
よ
り
伽
藍
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。 

新
入
事
務
局
員
紹
介 

前
橋
百
寺
巡
礼 

其
の
四 

  

龍

海

院(

是

字

寺) 
    

前
橋
市
紅
雲
町
二
丁
目
ハ
ノ
十
五 

 

編
集
後
記 

  

今
回
は
、
従
来
の
立
派
な
「さ
さ
え
あ
い
」 

と
異 

な
り
簡
易
な
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。
次
号
か
ら 

充
実
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
原
稿
を
よ
ろ
し
く
。 


